
活動団体名︓宮古島市
活動地域 ︓宮古島市
活動におけるテーマ・キャッチコピー
持続的な島づくりのためのプロジェクト⽀
援と⾃⽴的な⽀援体制構築

令和3年度 環境で地⽅を元気にする
地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング 発表資料
本事業における区分
今年度より‟環境整備“に取り組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取り組む

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取り組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取り組む ✅
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宮古島市
ＨＰ

サトウキビ畑

宮古島断⾯（概略）

前浜ビーチ

宮古島市の⾵景

⼭川湧⽔東平安名崎
（国指定名勝）

池間島 ⼤神島伊良部島

下地島
来間島

宮古島

⼈ ⼝ 約55,000⼈
⾯ 積 約205㎢（内8割が宮古島）
気 候 亜熱帯性気候
気 温 年平均23.3℃
降⽔量 年平均2,000㎜
湿 度 年平均79%

四⽅を海に囲まれた隆起珊瑚礁からなる平坦な島で、⼤きな河川等は無く、台⾵
や⼲ばつを受けやすい厳しい⾃然環境にある。
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地下⽔依存地下⽔依存

活動団体紹介

離島離島

宮古島は東京から約２，０００ｋｍ、那覇から約３００ｋｍで台湾との中間に位置する島

エコアイランド
公式サイト
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宮古島市版マンダラ Ver.04

経済
社会

環境

⾼等教育
機関の不存在

⽅⾔が通じない
観光客が単なる消費者
でなく、共に宮古島の
魅力を高め合う友人と
なる

ひとりひとりが尊重
され、島中に子供の
笑い声があふれて
いる

ゆとり(お金・時間・心)あ
る農漁村で暮らす人があ
ふれることで、豊かな自
然と文化が保全されてい
る

未来像ビジョン③

大切にしたい価値観

未来像ビジョン①

未来像ビジョン②

若者が流出し産
業と⽂化を維持
できない 観光客増が

住⺠幸福度
に繋がらな
い

豊かな⾃然
環境を持続
できない

島外資本による開発
島内外の
賃⾦格差

⼈間関係が
濃すぎる

急激な観光産業の
発展による⽔資源
の不安

海岸線沿いの開発に
よる森林の減少

低い地域内
調達率

＜課題②＞

＜課題①＞

＜課題③＞

環境改善の
財源確保

⽔質・景観・
農森林の維持

エネルギー確保・
経済循環

地域ブランド
の創出・増加

観光客を大切な友人に

農漁村を豊かさの核に

子供の笑顔で満たされた島に

地域商社と
地域ブランド

⼈⼿不⾜を解消
する新⽣産技術

ローカルファンド
⇒地域住⺠の参画

観光客向け特産品と
体験価値

地域内留学
制度

情報格差を無くす
プラットフォーム地域を知り誇りを

育む教育プログラ
ム

域外との連携によ
る遠隔⾼等教育

⺠泊併設型の収
⼊ある地域住宅

ビーチクリーン・脱
プラ・３R

農漁業＋⽂化＋⾷体験
プログラム

⼊島料（エコの島
応援基⾦）

観光客と育む
エコツーリズム

ホテルの域内
調達率拡⼤

観光客と住⺠の
満⾜度向上

⼦育て環境の
改善

地域通貨を⽤い
た島内経済循環

の実現

観光の収益性
向上

お
⾦

農漁業の
産業⾰新

農⽔産品の⾼
付加価値ビジ

ネス

福祉×交通
都市機能⇒農漁村

の利便性

⼼

再エネを活⽤
した停電解消

住宅の確保

時
間

空き家活⽤⼿法
開発

⼦ども

つながり

①自然、文化、史跡の
独自性を誇りに思う気
風

②地域、世代を超え、
身内のように接する気
風

地域内ロールモデ
ル可視化

新しいおとーり⽂
化の創造

⼦どもに
地域の役割

地域ぐるみの⼦
育て⽀援

⾼齢者と⼦ども
の交流

都市から
農村への
緩やかな
⼈⼝流動

⼦育て世代
⼈⼝の拡⼤

地域課題を解決す
るしまづくり基⾦

おかえりとた
だいま

相互理解

住⺠と観光
客の交流が
少ない

店舗・交通
混雑

家賃⾼騰

農地

地下⽔

⽜

⾵⼒

廃棄物

空き家 漁場

⽂化

地場
⾷材

防⾵林

繋がり

⾼齢者

⼦ども

おとーり

史跡

集落
景観

地域
⾏事

空き公共
施設

集落
景観 観光客とマッチ

ングする地元ビ
ジネスが少ない

ローカル・
ルール未整備

移住者

交通不便の
解消

集落景観
地域⾏事の継承尊重

⾒守りによる
安⼼・安全

役割と居場所
を実感

経済好循環
⇒ゆとり創出

将来の⼤⼈像
が描きにくい

市⺠が島の魅⼒
を知らない

交通量増に
よる⼦育て
への弊害

⻘い海
潮⾵・海

⾵

⼣⽇・朝
⽇

⼈

星

歴史

低い農⽔産物の
取引価格

希少種

固有種

⼥性

働く世代
の考え

友利地域ビジョン

住民が何気なくふ
らっと立ち寄る場
所があり、そこでは
世代を超えた対話
が日々当たり前に
ある。

古⺠家

集落セン
ター

拝主

⻑男不在

18箇所
御嶽

⾃衛隊
宿舎

なりやま
あやぐ

アマガー

とぅい
みゃー

敬⽼会
バレーボール

⼤会少⼦化

歴史⽂化が継承で
きない

集落センターに
掲⽰板設置

商店跡地で
３万円ビジネス

共同売店

常に誰かがいる場
所ができる

地域住⺠の得意なことを講
座として提供する。

主婦、⼦育て卒業者が地域
の困りごと解消として⽴ち
上る。
ビジネスに気軽に
挑戦できる地域の
素地

商店街の
構築

⾐⾷住のすべてが賄える地
域

市街地への
集中脱却

⽣活に必要なものが歩いて
購⼊できる。

地域住⺠の居
場所ができる

⾵の⾳

三線の
⾳⾊

稲穂の⾳

獅⼦舞
誰でも知って

いる ⼦供会
アンナイ

する

在沖友利

有志会

個⼈商店
かぼちゃ

農業
クーガ芋

ゴーヤ
⽟ねぎ ⾼齢者の引きこもり

⾼齢化

観光シーズンは
地元⺠は海で遊べない在来種 インギャー

サンゴ礁

海洋⽣物の減少
サンゴ礁の破壊

アマガー

ヤシガニ

ゴミのポイ捨て⽩い砂浜

集落センターから
⾒える⼣⽇

⾞が無いと不便

太陽光

安⼼と⾃由を両⽴
する適度な⼈間関
係

ビジネスセクターの
ビジョン

ヒト・モノ・カネ・情
報が宮古島内で循
環する事で若者が
伸び伸びと活躍で
きている。

居場所

働き甲斐

交流の場づくり

働き⽅宮古島版を
確⽴

地域通貨の導⼊

⼤⼿企業の排出

島⺠がオーナーシップ
をとる⼤企業を排出

島内資源を搾取さ
れる構造を変える

資⾦が島内で循環する仕組
を構築する

地域でも活躍でき
るという意識の醸
成

島外資本に頼りす
ぎ

島⺠が主役になっ
ていない街路樹の管理

無秩序な
⼟地売買

サンゴ礁の破壊

街路樹の管理

産業・漁業の収益
向上

街路樹

家の屋根

海岸線の
景⾊

公衆
トイレ

農業
観光客

⽣鮮⾷品

天候次第で
⾷料が尽き
る

島内⾃給率
の低さ

⼦育て
世帯

⼦ども

教育機関

⼟地

学⽣から⼤⼈まで集い、
情報交換を気軽に実施

情報格差を埋め
る・将来を描く

島外の働き⽅に焦点を
当てるのではなく、宮
古島の状況にあった働
き⽅を確⽴

島⺠としての暮ら
しを取り戻す

再エネを活⽤した
台⾵に強い農漁業

の実現

Miyako Sustainable Island Network

宮古島
地域循環共⽣圏
プラットフォーム

情報発信
プロジェクト

創出

プラットフォーム強
化指標の研究

現時点での地域版マンダラ



地域循環共⽣圏（ローカルSDGｓ）事業

関係各課(地域振興課・観光商⼯課）との連携

プラットフォームに
おける３つの機能

宮古島SDGsコミュニケーションツール運⽤業務（市単独事業）

・ブランド化事業で創って
きた「エコ公式サイト」や
SNS・メルマガ、またエコ
に特化した情報紙「島の
⾊」などのインターネット
やリアルな形での情報発信
を⾏う。

②情報発信

・マンダラ作りを通したビ
ジョンづくりや、SDGs周
知を図るイベントの開催、
定期的にざっくばらんな市
⺠ 会 議 を 実 施 し た い 。
・⽬的にどれだけ近づけて
いるかを図るため指標の研
究を継続する。

③指標の研究・提⽰

・官⺠連携によるプロジェ
クト創出を⾏うこと、また
プロジェクトが選ばれるま
でを発信すること、創出さ
れたプロジェクトへの資⾦
醸成を⽀援することで、持
続可能な宮古島の発展へ具
体的なアクションを起こす
事業としたい。

①【千年祭】SDGsアイ
デアコンテスト

⺠産 官

持続可能な島づくり
いつまでも住み続けられる豊かな島づくり

〜千年先の、未来へ。〜
社会変⾰ 幸福度向上

『SDGsプロジェクト』実⾏

Transforming our world
イノベーションを起こす

ゴール
（バックキャ
スティング）

ゴール
（バックキャ
スティング）

連携
（パートナー

シップ）

連携
（パートナー

シップ）
環境・経済・
社会への成果
環境・経済・
社会への成果

⾃⼰実現⾃⼰実現

⼈材発掘
（ステークホル

ダ）

⼈材発掘
（ステークホル

ダ）

宮古島市版
SDGs推進

ワークショッ
プやイベント
ワークショッ
プやイベント

寄附やふるさ
と納税等活⽤
寄附やふるさ
と納税等活⽤

⼈材育成⼈材育成

【今後強化していきたい部分】市⺠やエコパートナー（⺠間事業者）からの寄附、ふるさと納税を通した⽀援

地域プラットフォームの現状
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どんな‟ローカルSDGs事業“を⽣み出したいか

ありたい地域の未来
いつまでも住み続けられる豊かな島

ありたい地域の未来を達成するための“ローカルSDGs事業”は何か

今年度において始動する宮古島の地域循環共⽣圏プラットフォームは、「情報発信」
「SDGsプロジェクト創出と伴⾛⽀援」「指標の研究」「プラットフォームの強化」を軸に
取り組みを進めていく。地域の⽅とのワークショップやソーシャルシネマを通した対話の場
づくりや、プロジェクトのタネを⾒つけ育てていく伴⾛⽀援を⾏い、「千年祭」という発表
イベントに向けて取り組みを進める。
「知る・始める・深める・⽣み出す」をコンセプトにプラットフォームを運営し、環境・経
済・社会の統合的向上が図られるプロジェクトを創出していきたい。

今年度取組もうとしている事
・ワークショップやソーシャルシネマ上映会を実施。
・プラットフォームに関わるステークホルダーとの関係性を深めることと、関わる⼈間を増
やし、プラットフォームの活動や意義といった認知度を⾼める。
・プラットフォームの運営や活動を⾃⽴的・持続的に⾏うための専⾨家や地域コーディネー
ターなどと協働し、市⺠に必要とされる財団法⼈を設⽴する。
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4⽉ 5⽉ ６⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ １⽉ 2⽉ 3⽉

事業全体の予定

ローカルSDGs事
業に向けた取組①
ワークショップ
（WS）等及び、
千年祭の開催

ローカルSDGs事
業に向けた取組②
財団法⼈設⽴準備

協定締結（活動予算執⾏開始
◆キックオフミーティング ◆成果報告会

◆中間報告書提出期限 ◆活動団体成果報告書提出
◆中間報告会

年間スケジュール（参考資料）

知る
WS

始める
WS

⽣み出
すWS

深める
WS

◆千年祭開催
◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆財団設
⽴の⽬的、
活動内容
の明確化

◆財団設
⽴の概要
資料作成

◆ふるさ
と納税の
活⽤⽅法
の検討

◆財団体
制検討

◆財団役
員候補へ
アプロー
チ

◆ふるさ
と納税活
⽤に関す
る条例案
作成

◆財団設
⽴に向け
た市⺠へ
のアプ
ローチ

◆財団設
⽴に向け
た市⺠へ
のアプ
ローチ

◆財団設⽴


